




















る。今年度の受講者数は 3 クラスで合計 285 名だった。後述するが、欠席過多や当日試験験欠席などに
よる失格者が 13 名、試験の成績が振るわず不可になった者が 14 名になってしまった。来年度再履修し

























































横軸が 50m 走速度 /12 分間走速度となっている。50m の記録は簡単に想定できるが、12 分間走の記録
というものに学生は困惑していた。アメリカにおいて、有酸素能力を測るテストとしてクーパーの 12
分間走が広く用いられている。この図はそのデータなどをもとにして、Y ＝ 69.8X － 59.8 という回帰
式で外側広筋の祖筋線維を推定するものである。12 分間走の記録は、男子なら 1500m、女子は 1000m
の体力テストの値などを示し、私の長距離ランナーとしてのデータ（50m 走＝ 7.0 秒、12 分間走＝
4000m）を示して、学生各自の想定値を考えさせたが、上手くいかなかった。12 分間走が分からない上に、
50mと12分間走の速度比という時点で、考えることを停止した学生が多かった。2年生のゼミの時間に、
50m 走と 12 分間走を実際に行い、自分に近いと思われる学生の値を自分の値とするか、予習、復習課
題として、実際に 400m のトラックで測定するなどの手段で、実感させたい教材である。
また、確かにこの図は、r ＝ 0.876 で信頼性は高いものではあるが、結局のところ持久走が得意な子
は遅筋線維が多く、50m 走が得意な子は速筋線維が多いという、当たり前のような図である。今後こ
こまで注目させるべき項目なのかどうかも、今後の検討課題としたい。
図 -4　50m 走および 12 分間走速度比と筋線維組成の関連
○：スプリンター　△：長距離ランナー　□：球技選手　●：非運動選手










図 -5　2 つの変量の関係：A ＝正の相関関係　B ＝相関でない関係　C ＝負の相関関係　D　無相関
4　試験結果
















不 可・ 失 格
（％）
火曜 1 限 96 5（5.2） 31（32.3） 33（34.4） 22（22.9） 5（5.2）
火曜 2 限 95 2（2.1） 25（26.3） 33（34.7） 25（26.3） 10（10.5）
木曜 3 限 94 4（4.3） 16（17.0） 35（37.2） 27（28.7） 12（12.8）
総計 285 11（3.9） 72（25.2） 101（35.4） 74（26.0） 27（9.5）

















2 ） 勝田茂、征矢英昭編．運動生理学 20 講第 3 版．朝倉書店．2015
3 ） 森博嗣．臨機応答・変問自在．集英社新書．2001
4 ） 佐和隆光．初等統計解析．新曜社．1976
